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1．目　　的

　口 腔顔面領域 にお い て 観察 され る 非歯原性 の 痛 み の 大

部分 は筋骨格系の 疾患が 原因で あ る，筋骨格系 の 障害 は，

QOL （Quality　of 　Li　fe） に 大きな 影響 を与える．臨床 に お

い て ，筋骨格系の 疾患を有す る 患者 に 対 して ，適切 な診

断 ・治療 ・管理 を行 うた め に も，そ の 背景 とな る 痛み に

よ る運 動 機能へ の 影響 を 理 解す る 必 要 が あ る．

　近年，健常者 の 筋に 高張生理食塩水 を注入す る こ とに

よ っ て ，疼痛 を伴 う運動性障害の 症状が 引 き起 こ され る

こ とが 明らか に され た
V 。こ の 手法 に よ り，ラ ッ トの 咬

筋 に 高 張 生 理 食塩水を注入 す る こ とに よ り咬筋の 筋活動

が 促 通 さ れ る こ と
2〕，また ，ヒ トに お い て 対側 に 誘発 さ

れ る H−retlex に は影響 を 及ぼ さ ない こ と 31 な どが 報告

され た．また，同様 の 手法 で ，咬筋に capsaicin を注入

した こ とに よ り，伸張反射 の 興奮性 に影響 を及 ぼす こ と

が 報 告 さ れ た
4）．

　 しか し，咀 嚼筋に 与えた痛 み 刺激が，モ ダ リテ ィ の 異

な る 2 種類 の 刺激 （侵害 性 お よび 非侵 害性 ） に よ り誘発

され る 開口 反射，並 び に 閉口 反射 に 及ぼ す影響 を同一条

件下 で 調 べ た 報 告 は ない ．本研 究で は，各反射応答が実

験的な 筋痛 に よ り，い か な る影響 を受 け る か を検討 した．

皿．方　　法

　実験 に は ウ ィ ス タ
ー

系 ラ ッ ト♂ （250−300g） を用 い

た．導 入 麻酔 と して ，ハ ロ タ ン 2 −3 ％ を使 用 し，維持

麻酔 と して ウ レ タ ン （500   ！kg） α
一ク ロ ラ ロ ース　（50

  1kg）混合溶液 の 静注 を行 っ た．開口 反 射 は ，  右側

歯髄 （単発 刺激：200ttS，　single　pulse） あ るい は  右側下

歯槽神経　（単発 刺激：200tts，　single 　pulse）を電気刺激 す

る こ とで 誘発 し，誘発 され た 応答 は右側顎二 腹筋筋電図

で 記録 し た，閉 口 反 射 は，  右側 三 叉 神 経 中 脳 路 核

（連発刺激：ユOOμs，3train　pulses　at 　2　kHz） を微 小 電 気刺

激す る こ とで 誘発 し，誘発 され た応答 は 右側咬筋筋電図

で 記 録 した．      の 各刺激 は15秒 間隔 で 行い ，刺激 は

      の 順 に 5 秒間 隔 で 行 っ た．条件刺激 と して，右側

側頭筋前腹 に 起炎剤 で あ る Mustard　oil（MO ；20
μ
’，20％

in　mineral 　 oil ）ある い は，対照実験 と して 生 理 食塩水

（20μの を注入 した．そ れ ぞ れ の 刺激 に 対 して 注入 側筋に

誘発 され る 反射応答 を，MO 注 入前 10分間並 び に 注入後

2 時間記録 し，MO 注入 の 効果 を注 入 前 （controD と注入

後 に 誘発 され る 反射応答量 を比 較す る こ とで 検討 した．

皿．結　　果

　各刺激に よ り誘発 され た反射応 答量 は，生理 食塩水注

入 に よ り有意 な 影響を受けなか っ た．

1 ．MO 注入に よ る歯髄誘発性開ロ 反射応答量の 経時的

　 変 化

　反射応答量 に は MO 注入 2 分後 か ら抑 制 傾 向が 認 め ら

れ た．抑 制 の ピー
ク は30分後 に 認め られ，そ の 時の 反 射

応 答量 は control の 74％ で あっ た （図 1）．

2 ．MO 注 入 に よる下 歯槽神経誘発性開ロ 反射応 答 量の

　経 時的 変 化

　反射応答量 に はMO 注入 後有意な変化は認 め られ な か

っ た （図 2 ）．

3 ．MO 注 入 に よ る三 叉神 経 中脳 路 核誘発性閉ロ 反射応
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　答 量 の 経 時的変化

　反射応答量 に は MO 注入直後 か ら有意 な抑制が 認 め ら

れ た．抑制 の ピーク は20分後 に見 られ，そ の 時 の 反射応

答量 は contro 正の 7．6％ で あ っ た．（図 3 ：＊ は有意 な抑制

を示す ．）

N ．考　　察

　咀 嚼筋にMO を注入 した結果，歯髄誘発性 の 開口 反射
は抑 制 さ れ た．一

方，下 歯槽神経誘発性の 開 口 反 射 に は

変調が 認め られなか っ た．歯髄刺激は 侵 害 刺 激，下 歯槽

神経 は 非侵 害 刺激 と想定され る ．こ の こ とは，歯髄刺激

と 下 歯槽神経刺激 に よ り生 ずる 感覚情報は
， 局在の 異 な

る 二 次 ニ ュ
ー

ロ ン に よ り中継 された後，共 に三 叉神経運

動核 に投射す る こ とを 意味 して い る．下歯槽神経誘発性

の 開口 反射 に は変調 が認 め られ な か っ た こ とか ら，筋 に

与えた痛 み 刺激が ，三 叉神経運動核の 開 口筋運 動ニ ュ
ー

ロ ン の 活 動 性 に 影 響 を及 ぼ す こ とは ない と考 え られ た．
よ っ て ，今回観察され た歯髄誘発性 の 開口 反射 の 抑制は ，
筋 か らの 痛覚情報が歯髄痛覚線維か らの 情報を受ける 二

次 ニ ュ
ーロ ン の 興奮性 に影響 を及 ぼ して い る ため と考え

られ た．

　咀嚼筋 へ MO を 注入 し た 結果 ，三 叉 神経中脳路核誘発

性 の 閉口 反射 に は 有意 な抑制が 認 め られた．閉 口 反射 の

反射弓に お い て，三 叉神経中脳路核 よ り遠心側 に は 1 シ

ナ プ ス しか存在せ ず，変調 は三 叉 神経運動核 に おける シ

ナ プ ス 前抑制 また は シ ナ プ ス 後抑制 に よ る もの で あ る と

考 え られ た．
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図 1　　歯髄刺激 に よ り誘発 され た

　　　 反射応答量の経時的変化
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図 2　　 下 歯槽神経刺 激 に よ り誘 発 され た

　　　 反射応答量の 経時的変化
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図 3　　中脳路核刺激に よ り誘発 され た

　　　 反射応答量の 経 時 的 変 化
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